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＜連絡事項＞
・感染対策委員より～非感染性廃棄物のゴミ箱に一般ごみ（経管栄養の袋）が混入していました。感染性廃棄物の判断フロー（感染廃棄BOXの所の壁に掲示）を再確認してください。
・ミキシング針BOXとは点混操作時に使用した血液付着など汚染のない針を入れるものです。
・小さい針BOXは注射器を外して針のみ入れるようご注意ください。
・点混時に使用した汚染のない注射器＝感染性とは判断がつきにくい為感染廃棄物BOXです。
・輸液セットやディスポの医療廃棄物は血液等の汚染が無くても感染性廃棄物です。
・手指消毒のエタノールなどは、外装ラベルを剥がしてから、ラベルもボトルも一般ごみになります。
・ガラス製の医療廃棄物（バイアル瓶、アンプル）＝感染性BOXに廃棄して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・中島　勇様～13:30　自宅に退院となっています。

・下村　功一様～経口摂取に向けて摂食嚥下訓練リハビリが導入されます。意識的に口腔ケアをより丁重に行うようにしてください。

・馬場　雄弘様～近日、昼食前に尿漏れあり失禁による更衣や寝具交換まで行っているため、朝食後から午前中に一度オムツ確認・交換を行うようにして下さい。

[bookmark: _GoBack]・風間　和子様～夫、長男、孫3名で面会する。北海道から来院した孫から現在の状態について説明して欲しいと希望あり、バイタルサインの状況、食事の摂取状況や点滴、抗生剤投与の対応などについて説明をする。以前、夫よりDANRの希望で対応していたが、孫より再度、心マやAEDで対応し、救命救急処置をして欲しいと話される。救急搬送の希望もあり、少しでも延命したいので救急当番対応病院に搬送して欲しいと話される。患者様の現状から救急搬送の利点やデメリットはあるかなど詳細を説明して頂きたいと主治医との面談を希望する。次回の家族面会3月2日(月）14:00～としているが、主治医より確認次第、必要時、孫の風間　弘貴様にご連絡する事としている。TEL：090-9743-5896　

・中川原　義雄様～南山苑入所手続きの有無について架電するも不在。留守電に折り返し頂くようメッセージを残している。継続して南山苑入所手続きを進めて頂くよう伝えていく。

・浅坂　智恵子様～長女様携帯電話に連絡。退院先の意向について確認している。3月2日(月)に再度連絡しますと終話している。電話を頂いた際、退院先の意向について確認し、ケアマネージャーにも相談するようお話しする。（詳細カルテ参照）
　　　　　　　　　
＜食事形態変更＞
・田沢　由太郎様～食事中に義歯破損のためキザミ食に変更となる。

＜要注目患者様情報＞
・鶴ケ崎　誠様～微熱あるも他はバイタルサイン異常なく酸素飽和度低下なし。痰鳴あり適宜吸引実施。食事は不摂取、薬は服用できている。点滴トラブルなし。黒色便少量あり。

・風間　和子様～バイタルサイン異常なく酸素飽和度低下なし。食事は1/2～2/3摂取。スタッフの声掛けに返答あり。点滴トラブルなし。


・上野　カヨ様～帰宅欲求あるも、傾聴すると落ち着かれる。落ち着いて座っていられず、他の患者に話し掛けに行く様子あり。

・吉田　文子様～目的もなくホールと廊下を徘徊している。他者トラブルなく穏やかに過ごしている。

＜行動制限最小化検討＞
・下村　功一様～来週から経口摂食嚥下訓練開始。経管栄養チューブは継続のため全経口摂取が可能となり栄養チューブ抜去の指示が主治医からあるまではミトンの使用継続となる。

・関川　トセ様～痛みの訴えは落ち着いているが、経管栄養チューブの自己抜去は続いている為ミトンの使用は継続する。
